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から現在迄，第 2 次大戦後の10年間を除くと，傷害因子の大きさは直線で回帰できること。 (2)この回
帰式により，近接未来の年令別死亡率曲線，生命表を推定することが可能で、あること， (3)県別の傷害
悶1-の大きさは，いわゆる太平洋ベルト地帯は平均して小さく，東北，九州は大きい傾向が認められ
ること。 (4)主要各国の傷害因子の大きさは負のロジスティック曲線に従つで変化していくことが明ら
かとなり，この傷害因子の大きさが社会環境評価指標のーっとして採用しうることがわかった。
〔総括〕
1.出生時から老年期に至るまで，一元的に解釈可能な老化と死亡の確率モデルを開発した。
2. シミュレーションによる演算実験の結果，近年の年令別死亡率の推移は，生命力のキャパシティ
の経年変化は一定で，傷害因子の大きさが縮少してきたものによると推定された。
3. 実際の平均余命曲線を評価関数に逆方向問題として傷害因子の大きさを求めたところ社会環境評
価指標として役立つことがわかった。
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論文の審査結果の要旨
老化と死亡について，個体の誕生から死に至る経過を一元的かつ数理的に把えるため，生命力の容
量が傷害因子によって充満された時に死亡するという単純な仮定から確率モデルを作成し解析を行な
った。その結果，ヒトの現在までの死亡率曲線の変遷は生命力の容量の経年変化は一定で傷害因子の
縮少効果によるものと推定された。これより，モデルの逆方向問題として傷害因子の大きさを求め，
その医療予測分野での応用を行なった。
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